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大人のた大人のためのめめのの「ボレロ」入門「ボレロ」入門
【第2部】 ボレロはくどい？【第1部】 踊りの饗宴

三代澤康司プレトーク（1:40pm～）

生は、人生は、～～

～～ととくどくどさ踊り踊り踊り

チャイコフスキー：歌劇「エフゲニー・オネーギン」より“ポロネーズ” 

J.シュトラウスⅡ：トリッチ・トラッチ・ポルカ

《名曲はくどさがポイント》

「運命」（ベートーヴェン）の終わりに、
       　      くどさがある時、ない時。
パッヘルベル：カノン

J.シュトラウスⅡ＆ヨーゼフ・シュトラウス：ピチカート・ポルカ
ボッケリーニ：メヌエット（抜粋）
チャイコフスキー：バレエ音楽「白鳥の湖」より“情景”
チャイコフスキー：バレエ音楽「くるみ割り人形」より“トレパック”

ハチャトゥリアン：「仮面舞踏会」より“ワルツ”
ドリーブ：バレエ音楽「コッペリア」より“マズルカ”

《踊りとくどさの先に感動が…》

《ボレロの魅力 徹底解剖》
メロディはたったの２つ。
リズムも最初から最後まで変わらない。
それなのに…なぜ、心はここまで高まるのか。

ラヴェル：ボレロ

《踊りのリズムを体感》

《華やかな舞踏会の幕開け》
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■チケットぴあ https://t.pia.jp/［Pコード：324-970］

■ローソンチケット https://l-tike.com/［Lコード：55581］

■ＣＮプレイガイド 0570-08-9990
■e+（イープラス）https://eplus.jp/

https www.
公演情報は、〈ABCクラシックガイド〉のホームページへ

https://abc-ticket.pia.jp/

※未就学児のご入場はお断りいたします。※出演者、曲目、曲順はやむを
得ない事情により一部変更になる場合がございます。予めご了承ください。
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三代澤康司のドッキリ！ハッキリ！クラシックです！

三代澤アナウンサーと指揮者の寺岡清高さんがお届けする「トーク×本格派コンサート」。
今回のテーマは、ラヴェルの傑作《ボレロ》。
バレエ音楽として生まれたこの作品。絶え間なく刻まれるスネアドラムのリズムに、たった２つの
メロディが繰り返される―――。思わず「くどい！」と感じてしまいそうな反復に、気がつけば興奮
のクライマックスへと導かれます。《ボレロ》はなぜ人を惹きつけるのか？
約15分にわたるラヴェルの仕掛けを、数々の名曲とともに大人目線でひも解いていきます。

Message
誰もが何度も耳にしているラヴェルの「ボレロ」。華やかだけど単調？でもそこには与えられた仕事を黙々

とこなす職人芸とそれぞれが見せ場を努めるプロの技が凝縮されているのです。

みんなが脇役であり主役。頭から離れないリズム。クセになるくどいメロディ。深く聴いてみるとボレロは

人生と社会そのものだと納得します。最後に爆発するようなパワーが弾けるその秘密はなんなのか？

まさに大人だからわかる演奏会です。

ABCラジオの大人気番組「ドッキリ!ハッキリ!三代澤康司です」（月～木・あさ9時～ひる12時生放
送）のパーソナリティ。2021年に37年間勤めた朝日放送を定年退職し、フリーアナウンサーに転身。
趣味は落語や書道、料理など・・・面白いと思ったらすぐ行動！2007年末、ザ・シンフォニーホールでの
「佐渡裕・21世紀の第九」公演の鑑賞をきっかけにクラシック音楽に開眼し、2009年から「ドキハキ
クラシック」を開催する。今年はついに不朽の名曲「ボレロ」の魅力に迫ります。

三代澤 康司 （司会・アナウンサー）　Yasushi Miyosawa

早稲田大学第一文学部卒業。桐朋学園大学を経てウィーン国立音楽大学指揮科に学ぶ。97年、
イタリア・シエナのキジアーナ音楽院よりフランコ・フェラーラ大賞を授与され、1年間ロンドン・
コヴェントガーデン、ミュンヘン・フィル等で研鑽を重ねる。2000年、ミトロプーロス国際指揮者
コンクール優勝。これまでに数多くの国内オーケストラとともに、フェニーチェ歌劇場管、サンクト・
ペテルブルグ・フィル、ウィーン室内管、イギリス室内管を始め、ヨーロッパ各国のオーケストラへ
客演している。大阪交響楽団とは、2004年１月の正指揮者就任以来緊密な関係を続けており、
2011年４月～2019年3月まで、同楽団常任指揮者を務める。ウィーン在住。

寺岡 清高 （指揮）　Kiyotaka Teraoka

大阪交響楽団 （管弦楽）  Osaka Symphony Orchestra

楽団公式ホームページ https://sym.jp

１９８０年「大阪シンフォニカ－」として創立。創設者である、永久名誉楽団代表・敷島博子が『聴く
ものも、演奏するものも満足できる音楽を！』を提唱。いつも聴衆を“熱く”感動させるその演奏は、
「魂の叫び」「情熱の音」と評されている。２００１年１月に、楽団名を「大阪シンフォニカ－交響楽
団」に、２０１０年４月「大阪交響楽団」に改称した。２０２２年４月、新指揮者体制として、山下一史
（常任指揮者）、柴田真郁（ミュージックパートナー）、髙橋直史（首席客演指揮者）の３名が就任、
さらなる楽団の飛躍が期待されている。

大人のための「ボレロ」入大人のための「ボレロ」入門 ～人生は、踊りとくどさ～




